
● 西小松 ●

わが町紹介

思
い
や
り
を

　
　
　大
切
に

　

町
会
の
枠
を
越
え
、
里
山
辺

に
居
住
し
て
い
る
方
々
が
ゴ
ル
フ

を
通
じ
親
睦
を
図
る
事
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
大
会
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
参
加
さ
れ
た
方
は
勿

論
12
月
か
ら
準
備
を
さ
れ
た
実
行

委
員
の
方
、
新
旧
公
民
館
長
は
じ

め
皆
様
の
力
が
結
集
さ
れ
当
初
の

目
的
を
達
成
さ
れ
た
か
と
思
い
ま

す
。
特
に
最
初
か
ら
不
安
視
さ
れ

た
参
加
者
は
、
小
岩
井
会
長
は
じ

め
皆
さ
ん
の
幅
広
い
人
脈
が
活
き

1
0
1
名
の
方
に
エ
ン
ト
リ
ー
を

頂
き
ま
し
た
。
懇
親
会
、
表
彰
式

の
時
、
昨
日
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

方
々
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
、
来
年

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
！
」
と

言
わ
れ
た
時
は
開
催
に
関
わ
れ
良

か
っ
た
と
満
足
感
で
い
っ
ぱ
い
。

尚
、
改
善
す
べ
き
点
は
改
善
し
、

来
年
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
当
日
参
加
者
の
皆
様
か

ら
熊
本
地
震
へ
3
万
円
の
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
事
と
市
民
タ
イ
ム
ス

の
取
材
が
有
っ
た
こ
と
を
申
し
添

え
致
し
ま
す
。

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

湯
川
　
治
宣

トップ3、おめでとうございます

　

西
小
松
町
会
は
、
世
帯
数

３
３
４
、
人
口
８
０
８
人
、
里
山

辺
地
区
の
一
番
西
側
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
子
供
も
多
い
こ
と
か
ら
、

活
気
の
あ
る
町
会
で
す
。

　

公
民
館
行
事
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で

は
、
地
区
の
大
会
に
全
て
参
加
し

野
球
や
運
動
会
な
ど
で
好
成
績
を

収
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
面

で
は
カ
ラ
オ
ケ
、
軽
運
動
、
書
道

教
室
、
生
け
花
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ぶ
ど
う
狩
り
な
ど
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
年
２
回
行
わ
れ
る

77
歳
以
上
の
お
年
寄
り
や
、
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
し

た
「
ふ
れ
あ
い
会
食
会
」
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
手
作
り

の
季
節
感
あ
ふ
れ
る
料
理
、
小
中

学
生
の
演
奏
、
そ
の
時
々
の
多
彩

な
ゲ
ス
ト
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

毎
回
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
、
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

　
「
思
い
や
り
を
大
切
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
取
り
組
む
公
民
館
事
業
で

大
会
結
果

☆
新
ペ
リ
ア
方
式
で
実
施
し
ま
し
た

優　

勝　

布
野
茂
雄
（
若
里
町
）

準
優
勝　

柿
澤
潔
（
新
井
）

3　

位　

中
澤
忠
一
（
薄
町
）

4　

位　

大
澤
陽
一
（
藤
井
）

5　

位　

山
田
龍
好
（
北
小
松
）

6　

位　

小
岩
井
博
次
（
林
）

7　

位　

西
村
侊
哉
（
薄
町
）

8　

位　

矢
ケ
崎
章
（
藤
井
）

9　

位　

二
木
一
人
（
新
井
）

10　

位　

小
岩
井
武
夫
（
林
）

☆
グ
ロ
ス
の
部

1　

位　

上
内
宏
太
郎（
下
金
井
）

2　

位　

柿
沢
袈
恵
司
（
新
井
）

3　

位　

布
野
慶
信
（
西
荒
町
）

す
が
、
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
皆

さ
ん
も
高
齢
化
が
進
み
、
こ
れ
か

ら
は
若
い
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

加
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

西
小
松
公
民
館
長　
小
野
　
忠「ふれあい会食会」の様子

　

里
山
辺
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
地
区
住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た

林
城
は
、
昭
和
45
年
に
県
史
跡
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
翌
年
に
は
入
里

合
同
の
『
林
城
保
存
会
』
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
が
、
長
い
年
月
の
間

に
徐
々
に
忘
れ
去
ら
れ
自
然
消
滅

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
に
き
て
全
国
的

な
「
歴
史
遺
産
保
存
」
の
気
運
の

高
ま
り
の
中
、
当
地
区
で
も
平
成

21
年
に
林
古
城
会
が
発
足
し
24

年
『
林
城
の
国
史
跡
昇
格
要
望
書
』

が
里
山
辺
地
区
よ
り
提
出
さ
れ
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
井
川
城
館
発
掘
が
進

め
ら
れ
る
中
で
「
室
町
時
代
の
守

護
の
館
→
戦
国
期
の
本
拠
地
林
城

→
豊
臣
支
配
体
制
以
降
の
松
本

城
」
と
い
う
『
小
笠
原
城
館
群
』

と
し
て
の
流
れ
の
わ
か
る
歴
史
的

価
値
の
大
き
さ
が
確
認
さ
れ
「
国

史
跡
に
指
定
し
て
恒
久
的
に
保
存

と
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
」
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
該
当
山
林
地
主
の
協
力

要
請
等
市
文
化
財
課
を
中
心
に

着
々
と
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

里
山
辺
地
区
町
会
連
合
会
長

　
小
岩
井
　
俊
忠

林
城
の
国
史
跡
指
定
の
歩
み
　

7
月
1
日
（
金
）、
里
山
辺

地
区
人
権
啓
発
推
進
委
員
会

で
は
、
上
田
市
の
戦
没
画
学
生

慰
霊
美
術
館
「
無
言
館
」
へ

参
加
者
19
名
で
視
察
研
修
に

行
き
ま
し
た
。

　

日
本
の
帝
国
主
義
時
代
に

画
家
を
目
指
し
志
半
ば
で
命

を
落
と
し
た
画
学
生
の
遺
作

か
ら
、
現
在
当
た
り
前
に
あ

る
人
権
が
い
か
に
大
切
な
も

の
な
の
か
を
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
区
内
や
町
会
内
で
一
人

一
人
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
、

取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

公
民
館
主
事　
石
川
　
和
也

里
山
辺
地
区

　人
権
啓
発
推
進
視
察
研
修
を

　
　
　
　
　
　
　実
施
し
ま
し
た

第
１
回
里
山
辺

　
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
終
え
て
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世帯数：    5,155 戸
　男　：    5,749 人
　女　：    6,154 人
　計　：  11,903 人

平成28年7月1日現在



　

6
月
12
日
（
日
）
に
、
子
ど
も

会
育
成
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
の

競
技
を
し
ま
し
た
。
各
町
会
ご
と

の
チ
ー
ム
で
一
本
の
縄
で
い
っ
せ

い
に
跳
ん
だ
回
数
と
人
数
を
競
う

大
会
で
す
。
大
会
に
向
け
て
、
何

回
も
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
最
初

は
一
回
跳
ぶ
の
に
も
大
変
だ
っ
た

け
ど
、
少
し
ず
つ
多
く
跳
べ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
、
他
の
チ
ー
ム
の
跳

ぶ
、
ど
し
ん
ど
し
ん
と
い
う
音
や

応
援
の
人
た
ち
の
声
で
、
体
育
館

は
と
て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、

自
分
た
ち
も
気
分
が
上
が
り
、
今

ま
で
で
、
一
番
跳
べ
た
と
思
い
ま

す
。
思
い
出
に
残
る
大
会
に
な
り

ま
し
た
。附

属
小
６
年　
白
井
　
佐
歩
　
藤
井
沢
に
は
、
砂
防
ダ
ム
が
あ
り

そ
こ
は
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ダ

ム
公
園
が
出
来
て
か
ら
今
年
で
15
年

に
な
り
ま
す
。

　

藤
井
町
会
で
は
、
ダ
ム
公
園
が
完

成
し
た
時
か
ら
毎
年
6
月
か
ら
8
月

に
か
け
て
町
会
の
人
達
が
当
番
制
で

下
草
を
刈
っ
た
り
木
を
切
っ
た
り
し

て
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
役
員
の

皆
さ
ん
は
そ
の
都
度
手
入
れ
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
藤
井
谷
は
蝶
の
群
生
地

と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
お
り

1
1
7
種
類
の
蝶
が
い
る
そ
う
で
す
。

◇
わ
い
わ
い
カ
レ
ー　

田
植
え
＆
野
菜
づ
く
り

　

5
月
22
日
（
日
）
に

わ
い
わ
い
カ
レ
ー
事
業

で
田
植
え
及
び
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
植
え
付
け
を
、

6
月
26
日
（
日
）
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
芽
か
き
及
び
ニ
ン
ジ
ン
の
植
え

付
け
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
作
物
を
自
分
で

植
え
た
際
に
そ
の
場
所
に
自
分
の

名
札
を
刺
し
、
作
物
の
成
長
を
観

察
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
毎
回

の
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。

◇
第
13
回
山
辺
の
郷

健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
開
催

　

新
緑
の
時
季
、
田
植
え
の
光
景

が
ち
ら
ほ
ら
と
見
ら
れ
る
5
月
15

日
に
恒
例
と
な
っ
た
山
辺
の
郷
健

康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
入
山
辺
地
区

を
巡
る
コ
ー
ス
で
約
6
㎞
の
道
程

で
し
た
。
15
チ
ー
ム
55
名
が
10
箇

所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
土
地

の
謂
れ
等
を
考
え
、
山
辺
を
再
発

見
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
今
年
も
美
ヶ
原
ウ
ォ
ー
ク
開
催

快
晴
の
も
と
自
然
を
楽
し
む

　

5
月
29
日（
日
）、美
ヶ
原
ウ
ォ
ー

ク
を
開
催
し
、
23
人
の
参
加
の
も

と
烏
帽
子
岩
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

武
石
峠
を
経
由
し
、
全
長
7
㎞
を

制
覇
し
ま
し
た
。
烏
帽
子
岩
の
独

特
な
形
が
心
に
残
る
素
晴
ら
し
い

ウ
ォ
ー
ク
に
な
り
ま
し
た
。

◇
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
‼

　

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
周
辺
を

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
22
名
で

さ
つ
き
の
植
え
込
み
や
駐
車
場
の

植
木
を
中
心
に
雑
草
を
刈
っ
た

り
、
枯
れ
木
を
片
付
け
た
り
手
入

れ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
花
い
っ
ぱ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り

　

6
月
4
日
（
土
）
早
朝
よ
り
会

【
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ
】

優　

勝　

心
を一つに
藤
井

準
優
勝　

南
北
小
松
さ
く
ら
ん
ぼ

第
3
位　

荒
町
Ａ

第
4
位　

林
ピョン
ピョン
チ
ー
ム

第
5
位　
ハヤ
ブ
サ
新
井

第
6
位　

林
グ
レ
イ
シ
ー
ジ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
チ
ー
ム

【
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｅ
Ｘ
】

優　

勝　
ス
ー
パ
ー
薄
町

準
優
勝　
南
北
小
松
ホ
ワ
イ
ト
ラ
ビッ
ト

第
3
位　
西
小
松
カッパファ
イ
タ
ー
ズ

第
4
位　

最
強
藤
井

第
5
位　
西
小
松
カッパ
ジュニア

第
6
位　

湯
の
原
Ｅ
Ｘ

気持ちを合わせて跳躍！！

ダ
ム
の
堰
堤
に
は
蝶
の
レ
リ
ー
フ
が

あ
り
ま
す
。

　

皆
様
も
一
度
訪
ね
て
見
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

館
報
編
集
委
員
長　

赤
木
　
秀
雄

今回の目玉「烏帽子岩」

員
46
名
が
集
ま
り
針
塚
古
墳
の
花

壇
4
箇
所
に
花
苗
を
植
え
ま
し
た
。

中
心
に
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
を
植
え
、

周
り
に
サ
ル
ビ
ア
、
ア
ゲ
ラ
タ
ム

ま
た
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
植
え

ま
し
た
。
菊
と
ア
ゲ
ラ
タ
ム
を
植

え
た
花
壇
も
あ
り
ま
す
。
是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

11
日
は
薄
川
コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド

に
ベ
コ
ニ
ア
や
菊
を
植
え
ま
し
た
。

◇
第
46
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

6
月
5
日
開
催

◇
松
本
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

　

地
元
第
19
分
団
は
、
6
月
5
日

（
日
）
の
本
大
会
に
お
い
て
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
見
事

第
2
位
に
な
り
、
松
本
消
防
協
会

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

針塚古墳の花壇整備

ダム壁面の蝶のレリーフ

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
跳
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
ポ
ー
ツ
大
会

さ
と
や
ま
べ
散
歩

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　
　
　

 

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優　

勝　
　

林 　
　
　

薄　

町

準
優
勝　

下
金
井 　
　

南
北
小
松

■
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　
　
　

 

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優　

勝　

湯
の
原 　
　

南
北
小
松

準
優
勝　

南
北
小
松     

荒　

町
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